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(54)【発明の名称】 前方視型内視鏡

(57)【要約】
【課題】送気送水ノズルによる一定の観察窓洗浄能を確
保することができ、また処置具突出口から突出される処
置具からの反射光によるスミヤーが発生し難い前方視型
内視鏡を提供すること。
【解決手段】観察光軸５の方向誤差を送気送水ノズル６
と処置具突出口７ａの少なくとも一方又は双方の前方か
ら遠ざかる方向のみにとった。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端面に、送気送水ノズルと処置
具突出口の少なくとも一方と、観察光軸が上記挿入部の
前方に向いた観察窓とが配置された前方視型内視鏡にお
いて、
上記観察光軸の方向誤差を上記送気送水ノズルと処置具
突出口の少なくとも一方の前方から遠ざかる方向のみに
とったことを特徴とする前方視型内視鏡。
【請求項２】挿入部の先端面に、送気送水ノズルと、処
置具突出口と、観察光軸が上記挿入部の前方に向いた観
察窓とが配置された前方視型内視鏡において、
上記観察光軸の方向誤差を上記送気送水ノズルと処置具
突出口の双方の前方から遠ざかる方向のみにとったこと
を特徴とする前方視型内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は前方視型内視鏡に
関する。
【０００２】
【従来の技術】前方視型内視鏡の観察光軸は挿入部の先
端面から真っ直ぐ前方に向けられているが、実際の製品
を全く誤差のないように組み立てることはできないの
で、真っ直ぐ前方を中心にして全方向に所定の範囲内の
誤差分だけ傾くことが許容されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】前方視型内視鏡におい
ては、観察窓と並んで送気送水ノズルが配置される場合
が多く、観察窓表面を洗浄する機能上は観察窓と送気送
水ノズルとが接近していることが望ましい。
【０００４】しかし、近年の前方視型内視鏡は視野角が
１２０°～１５０°程度に広角化されたものが珍しくな
いため、観察光軸が許容誤差の範囲で送気送水ノズル側
に傾いても視野範囲に送気送水ノズルが入らないように
するためには、観察窓と送気送水ノズルとの間の距離を
相当に離さなければならず、そのために観察窓洗浄能が
低下してしまう。
【０００５】また、観察窓と並んで配置される処置具突
出口から突出される処置具により照明光が反射される場
合にその反射光が観察窓に入り易く、それによって観察
像質が劣化するいわゆるスミヤーが発生する場合があ
る。
【０００６】そこで本発明は、送気送水ノズルによる一
定の観察窓洗浄能を確保することができ、また処置具突
出口から突出される処置具からの反射光によるスミヤー
が発生し難い前方視型内視鏡を提供することを目的とす
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の前方視型内視鏡は、挿入部の先端面に、送
気送水ノズルと処置具突出口の少なくとも一方と、観察
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光軸が挿入部の前方に向いた観察窓とが配置された前方
視型内視鏡において、観察光軸の方向誤差を送気送水ノ
ズルと処置具突出口の少なくとも一方の前方から遠ざか
る方向のみにとったものである。
【０００８】なお、観察光軸の方向誤差を送気送水ノズ
ルと処置具突出口の双方の前方から遠ざかる方向のみに
とれば、送気送水ノズルによる一定の観察窓洗浄能の確
保と、処置具突出口から突出される処置具からの反射光
によるスミヤーの発生防止の双方に効果が得られる。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は前方視型内視鏡の挿入部１の先端面１
ａを示しており、観察窓２と並んで、送気送水ノズル
６、処置具突出口７ａ及び照明窓８等が配置されてい
る。
【００１０】図１は、観察窓２と送気送水ノズル６を含
む図３におけるＩ－Ｉ断面を示しており、送気送水ノズ
ル６は、観察窓２の表面に向けて開口するように挿入部
１の先端面１ａに突設されている。
【００１１】観察窓２の内側には、鏡枠３１に支持され
た対物光学系３が配置され、その対物光学系３による被
写体の結像位置に固体撮像素子４の撮像面が配置されて
いる。ただし、固体撮像素子４に代えてイメージガイド
ファイババンドルが配置されていてもよい。
【００１２】対物光学系３によって固体撮像素子４の撮
像面に結像される内視鏡観察像の観察光軸５は、設計上
は観察窓２の中心から真っ直ぐ前方に向いているが、製
造上避けられない対物光学系３と鏡枠３１と固体撮像素
子４との間の相対的な位置関係のバラツキなどによっ
て、ある程度の傾き（方向誤差）が生じることは許容せ
ざるを得ない。
【００１３】そこで、この部分の組み立て時に、方向誤
差による観察光軸５の傾きが送気送水ノズル６の前方か
ら遠ざかる方向のみに生じるようにセットされている。
そのセット方法は、対物光学系３と鏡枠３１と固体撮像
素子４のどれを基準としてどれを調整するようにしても
よい。
【００１４】したがって、視野範囲は設計上の設定より
送気送水ノズル６側には振れないので、観察窓２と送気
送水ノズル６との間の距離Ａを、設計上送気送水ノズル
６が視野範囲に入らないぎりぎりの最短距離に設定する
ことができ、送気送水ノズル６による一定の観察窓洗浄
能を確保することができる。
【００１５】図２は、観察窓２と処置具突出口７ａを含
む図３におけるII－II断面を示しており、７は処置具挿
通路である。この断面に現れるように、方向誤差による
観察光軸５の傾きは、処置具突出口７ａの前方から遠ざ
かる方向のみに生じるようにセットされている。
【００１６】したがって、視野範囲は設計上の設定より
処置具突出口７ａ側に振れないので、処置具突出口７ａ
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から突出される処置具からの反射光に起因するスミヤー
が発生し難い。
【００１７】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば、方向誤差による観察光軸５の傾き
が、送気送水ノズル６の前方と処置具突出口７ａの前方
の少なくとも一方から遠ざかる方向に生じるようにセッ
トされていれば、それに応じて個別の効果を得ることが
できる。
【００１８】
【発明の効果】本発明によれば、観察光軸の方向誤差を
送気送水ノズルと処置具突出口の少なくとも一方又は双
方の前方から遠ざかる方向のみにとったことにより、送
気送水ノズルによる一定の観察窓洗浄能を確保すること
ができ、また処置具突出口から突出される処置具からの
反射光に起因するスミヤーが発生し難くて、良好な内視
鏡観察像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】 *
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*【図１】本発明の実施例の図３におけるＩ－Ｉ断面図で
ある。
【図２】本発明の実施例の図３におけるII－II断面図で
ある。
【図３】本発明の実施例の前方視型内視鏡の挿入部の先
端面の正面図である。
【符号の説明】
１  挿入部
１ａ  先端面
２  観察窓
３  対物光学系
４  固体撮像素子
５  観察光軸
６  送気送水ノズル
７  処置具挿通路
７ａ  処置具突出口
３１  鏡枠

【図１】 【図２】

【図３】
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